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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル） （千　　　）

6,132,295 55,749 100

4,235,231 35,294 100

1,928,320 17,530 100

平成２８年度

レート ODA率（％）

　　☑イヤマークのみ　□一部イヤマーク

 【所管官庁担当局課・室名】厚生労働省大臣官房国際課国際保健・協力室

　新興・再興感染症対策強化事業，緊急対応強化事業，災害保健医療基盤強化事業，感染症対策等事
業，栄養等対策事業，生活習慣病対策事業，高齢化・認知症対策支援事業，母子保健事業，医療安全（血
液安全等）事業，飲用水安全事業，UHC（ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ）達成支援事業，必須医療機
器の整備に係る事業，保健医療政策人材育成事業

種　　別

平成２９年度

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

単   位

【備考】

平成２７年度 1米ドル= 110円

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

 【拠出先の国際機関名】世界保健機関（WHO）

2017-B

　世界保健機関（WHO）は保健医療分野における指導的な専門機関であり，「全ての人々が可能な最高の
健康水準に達すること」を目的とし，感染症対策をはじめとする疾病対策事業，保健分野の研究の促進，
必須医薬品や食品保健などの基準作り等の様々な事業を展開している。
　WHOは合理化，機能強化のための組織改革（WHO改革）を行っており，我が国としても，改革の取組に賛
同している。当該拠出金により，保健分野の持続可能な開発目標（Sustanable Development Goals:SDGs）
達成に向けた取組，新型インフルエンザ等の新興・再興感染症対策，開発途上国における保健衛生水準
向上等，国際社会の喫緊の課題に対し，独自の専門分野で貢献していることは高く評価される。
　また，日本はWHO等と共催でUHCフォーラム2017を開催し，UHCの推進等に関する議論を主導してきて
おり，この分野にも事業展開しているWHOへの拠出は，相乗効果として日本のプレゼンスを高めるために
も大きな意義があると考えられる。

　拠出金・基金
の名称

世界保健機関拠出金

 
【当該任意拠出金等の意義，成果等に関する我が国としての評価】

1米ドル=110円

1米ドル=120円


